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外 科 領 域 に お け るMT-141の 使 用 経 験

山 本 博 ・木 梨 守 ・江 口 季 夫 ・志 村 秀 彦

福 岡大学 医学 部第一外科学教室

新 しいcephamycin系 抗生物質MT-141を 外科 的感染症7例 一術後創感染5,術 後腹腔内感染

2-に 使用 した。

術後創感染では有効2,や や有効2,無 効1で あった。

腹腔内感染の2例 に対 しては無効であ った。

細菌学的には菌の消失をみたものは S. epidermidis, S. faecalis, C. freundii 各1株 菌量の

減少 をみた ものは P. morganii 1株 で あ り, S. marcescens 1株, P. aeruginosa 2株 は不変 であ

った。

副作用はな く,本 剤に よる と思わ れる臨床検査値 の異常はなか った。

MT-141は 明治製菓 中央研究所 に お い て合成 された

cephamycin系 の新 しい抗生物質で,各 種好気性,嫌 気

性の グラム陽 性菌 および緑膿菌 を除 くグラム陰性菌 に広

い抗菌スペ ク トルをもってお りin vivoに おいて優 れた

抗菌力を示す とされている1,2)。本薬剤 はFig1の よう

な構造式を もってお り,そ の抗菌作用は殺菌的であ り,

ヒトの血中半減期 は約2時 間半,体 内では殆 ど代謝 され

ることな く約90%が 尿 中に排泄 され る等 の特徴を もっ

て いる1)。 われわ れは今 回外科的感 染症7症 例 に本剤を

投与 し,そ の臨床効果 および副作 用などについ て検討す

る機会を得たので報 告する。

Fig. 1 Chemical structure of MT-141

sodium(6R, 7S)-7-[(S)-2-(2-amino-2-carboxyethylthio) 

 acetamido]-7-methoxy-3-[[(1-methyl-1H-tetrazol-5- 

yl)thio]methyl]-8-oxo-5-thia-1-azabicyclo[4. 2. 0]oct-2- 

ene-2-carboxylate heptahydrate 

C16H20N7NaO7S3•E7H2O(667.67)

I. 対象患者および投与法

対象患者は昭和57年5月 か ら10月 の間 に福 岡大学第

一 外科に入院 した外科的感染症7例 で,38歳 か ら77歳

の成人で男性4,女 性3,投 与 法は全例本剤1gを 生理

食塩液20mlに 溶解 して1日2回 静脈 内注射 に よった。

投与 日数は3日 か ら10日,こ の間,他 の抗 生剤 の投与

は行なわなか った。対 象 とした感染症はいずれ も手術後

の感染症で創感染5,腹 腔内感染2で あ った。

臨床効果判定は次の基準に よった。

著効:自 覚的所見の消失,他 覚所見の正 常化お よび起

炎菌の消失のいずれ もが5日 以内に認め られた場 合。

有効:上 記3項 目の うち2項 目に改善 あ る い は正常

化,陰 性化がみ られた場 合。

やや有効:上 記3項 目の うち1項 目に改善,正 常化,

陰性化がみ られた場 合。

無効:上 記3項 目のいずれに も改善がみ られないか,

または増悪 した場合。

なお,本 剤投与前に皮内反応試験 を実施 し,陰 性であ

るこ とを確認 してか ら投薬を開始 した。

II. 臨 床 成 績

対象患者はいずれ も基礎疾患を有す るが感染症 として

は術後創感染5,術 後腹腔内感染2で ある(Table1お

よび2)。

症例1T.U.64歳,男,術 後創感 染。

直腸癌のため昭和57年7月29日 直腸切断術施行後,

腹壁創の化膿 を認 めたため本剤2gを8日 間使用 した。

膿か らは P. aeruginosa が分離 されたが,本 剤の使用で

は症状お よび分泌物量 な どに改善がみ られず他剤に変更

した。無効例であ る。

症例2T.T.62歳,男,術 後創感染。

肝内結石症 で57年7月23日 胆嚢摘 出術,肝 左葉外側

区域切除術,総 胆管 ドレナー ジを施行 した。術創感染の

ため8月3日 から10日 間本剤を1日29計209使 用し

た。創 分泌 物から P. morganii を検 出 した が10日 間の

使用 で菌量 は減少 したが白血球数は改善せず,や や有効

と判 定 した。

症例3U.S.77歳,女,術 後創感 染。

強 い炎症症状 で入院 し,Biliary pneumonia,総 胆管

十二指腸 瘻がみ られた多 発性 の総胆管結 石例 で,術 後創

分泌物か ら S. faecalis, C. freundii を検出 した。本剤

5日 間109の 使用で臨床症状 の改善,菌 の陰性化がみ
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Table 1 Clinical cases treated with MT-141

Table 2 Clinical cases treated with MT-141

られた。有効例 であ る。

症例4S.S.59歳,女,術 後腹腔内感 染。

肝硬変を伴 う食道静脈瘤 のため6月15日 食道離断 術を

行なった症例 で,そ の後腹腔 ドレンか ら膿 性分泌をみ る

ようにな っ た。 分 泌 物 か ら S. marcescens を検 出,6月

18日から本剤29を5日 間使用 したが分泌物量 は変 らず,

6月22日 新 た に P. aeruginosa を分離 したため,本 剤

を中止,他 剤 に変更 した。無効例 である。

症例5H.K.55歳,女,術 後創感 染。

胆石症のため11月16日 胆嚢摘 出,十 二指腸乳頭形成

術を施 行後創 感染を来 したため,11月23日 か ら本剤を

使用 した。 創分泌物か ら検 出 した S. epidermidis は除菌

され,熱,白 血 球 数 な どに も改 善 を み た。 有 効 で あ っ た 。

症 例6H.Y.38歳,男,術 後 腹 腔 内 感 染 。

胃 癌,胆 石 症,ベ ー チ ェ ッ ト病 の患 者 で11月11日 胃

全 摘,膵 尾 部,脾 合 併 切 除 お よ び 胆 嚢 摘 出術 を施 行 し

た が,腹 腔 ドレ ンか ら膿 性 分 泌 を み た ため11月23日 本

剤の投与を開始 した。 しか し3日 後 P. aeruginosa が分

離 された ため本剤を中止 し他剤 に変更 した。症状 の改善

もな く,ま た P. aeruginosa も不変 で無効 と判定 した。
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Table 3 Laboratory findings before and after administration of MT-141

B: Before 

A: After 

Al-Pase: Alkaline phosphatase

症例7K.K.77歳,男,術 後創感染。

胃癌のため10月24日 胃切除術施行後,正 中創か らの

分泌物が膿性 とな り本剤 を8日 間計169投 与 した。 起

炎菌 の分離 には成功 しなかったが分泌量の減少,発 赤 の

軽 減な どを認 めやや有効 と判定 した。

III. 副作用および臨床検査値 の変動

臨床症状を呈する ような副作用 は全例 に認 め な か っ

た。

各症 例につ いて本剤使用前後 の 血液像,S-GOT,S-

GPT,BUN,Creatinineな どを測定 した。 その結果 を

Table3に 示す。正常値か ら異常値へ変動 した もの とし

て,S-GOT軽 度上昇1例(症 例2),S-GPT軽 度上昇

1例(症 例5),S-GOT,S-GPTの 軽度上昇1例(症

例4)を 認めた。

症例2に おいて本剤使 用前後 のS-GOT(正 常値40以

下)お よびS-GPT(正 常値35以 下)の 変動はそれぞれ

39→52,58→64を 示 した。 本症例は基礎疾患に肝内結

石症 があ り,そ のため と思われ る生化学検査測定値の変

動が 長 く続 いているので,こ の使用前後 の変動 も本剤の

ためでは な く,原 疾患 によるものと考えてい る。

症例4は 肝硬変,食 道静脈瘤 のため食道離断術を行な

った症例 で,S-GOT,S-GPTは21→51,21→36と 両

者 とも軽度 の上昇をみたが,高 度の肝硬変 があ り手術侵

襲 に よる肝への影響に よって軽度の上昇 をみたものであ

ろ う。 この症例ではAl-Pも11.4→18.1と 病的範 囲に

あ った。

症 例5で は胆石症 で胆嚢摘 出,十 二指腸乳頭切開を行

なったあ とS-GPTが33→79と 軽度 に上昇 した。Al-P

も5.5→14.0と 同時に上昇 してお り乳頭部の浮腫 と総 胆

管 ドレンに よって胆汁の流下が一 時的に阻害 され たため

ではないか と考えてい る。

その他い くつかの症例で検査値 のかな りの変動 をみ て

い る。

症例3は 総胆管結石例であるが,強 い胆管炎と胆管十

二指腸痩を認めた症例でS-GOT84→49,S-GPT150→

111,Al-P30.0→23.4を 示 してい るが,こ れ らは胆管

炎 に よる肝障害のため と考 えてい る。症例6に おいては

胃癌,胆 石症,ベ ーチ ェッ ト病があ り,使 用前後 にS-

GOT49→60,S-GPT124→98,Al-P32.0→20.0と 病

的範 囲を変動 しているが本剤の影響は考えに くい。

このよ うに生化学検査で異常値を示 した症例はいずれ

も基礎疾患 あるいは手術侵襲に よる一過性の変動のため

と考え られ,本 剤 との因果関係につ い て は 否定的であ

る。

IV. 考 察

新 しいcephamycin系 の抗生物質 として明治製菓中央

研究所で合成 されたMT-141は 広い抗菌 スペ クトルと

優 れた抗菌作用 を もち,特 にin vivoで 強 く作用すると

言われ 注 目され ている1)。 今回われわれは7例 の外科的

感 染症 に対 して本剤 を使用 した。

術後創感染 の5例 においては有効2,や や有効2,無

効1で 有効率40%で あ った。 これらの症例か ら検出し

た細菌 の推移をみ ると,使 用前検出 した のは, S. ePide-

rmidis 1, S. faecalis 1, C. freundii 1, P. morgann

1, P. aeruginosa 1 の5株 であったが,本剤使用により

S. epidermidis, S. faecalis, C. freundli は除菌され,

P. morganii は減少, P. aeurginosa は不変であった。

腹腔内感染の2例 からはそれぞれ S. marcescens と

P. aeruginosa が検出 されているが, S. marcescens が

分離された第4例 では本剤使用後新たに P. aeruginosa

が検 出され る ようにな ってい る。 また第6例 は本剤投与

開始3日 後 P. aeruginosa に よる もの と判明 して直ちに

他剤 に変 更 したが,3日 間の使用で 改善の傾向はなかっ

た。腹腔 内感染は2例 とも無効であった。

創感染 におけ る無効例はP.aeruginsaが 検出されて

い る症例であ る。 無効3例 は腹腔 内感染 の2例 を含めて
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いずれも P. aeruginosa が 関与 してい る点が注 目され

る。

MT-141は 全体 と して広 い 抗 菌 スペ ク トルを もつ と さ

れ るが, P. aeruginosa に対しては基礎研究の段階にお

いても効果は期待 し難 い とされてい る。われわれ の症 例

でもP. aeruginosa が関与 した3例 に対 しては いずれ も

無効であ り,将 来本剤 を感染症 の治療 に使用 しようとす

る場合, P. aeruginosa が関与する可能性があるときに

は慎重な対応が必要 と思われた。

V. 結 論

新 しいcephamycin系 抗生物質MT-141を 外科的感

染症7例 一術後創感染5,術 後腹腔 内感染2一 に使用 し

た。

1. 術後創感染 では有効2,や や有効2,無 効1で あ

った。

2. 腹腔 内感染の2例 に対 しては無効 であった。

3. 細菌学的 には菌 の消失を み た もの は, S. epider-

midis, S. faecalis, C. freundii 各1株,菌 量 の減少 を

み た ものは P. morganii 1 株 で あ り, S. marcescens 1

株, P. aeruginosa 2株 は不 変であ った。

4. P. aeruginosa が分離 された2例 は無効, S. ma-

rcescens を検出した無効例ではのち P. aeruginosa b',

検 出された。 無効3例 にはいずれ も P. aeruginosa の関

与 がみ られた。

5. 副作用 はな く,本 剤 に よると思われ る臨床検査値

の異常はなか った。
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CLINICAL STUDIES OF MT-141 IN SURGICAL FIELD 

HIROSHI YAMAMOTO, MAMORU KINASHI, SUED EGUCHI and HIDEHIKO SHIMURA 
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MT-141, a new cephamycin, was studied in surgical field. The drug was administered 2 g a day for 
3-10 days by I. V. injection to 7 in-patients with surgical infection-5 patients with postoperative 
wound infection and 2 patients with postoperative intra-abdominal abscess. 

The results were as follows: 1
. The clinical effect was good in 2, fair in 2 and poor in 3 patients. 

2. Bacteriologically, S. epidermidis, S. faecalis and C. freundii were eradicated. P. morganii was 
decreased and P. aeruginosa was persisted in wound infection. In the cases with intra-abdominal 
abscess, S. marcescens and P. aeruginosa were persisted. 

3. No side effects and no pathological laboratory data caused to this drug was observed.


